
TEL ０５５８－２３－５５６０（伊豆）
TEL ０５５－９２２－５５６２（東部）
TEL ０５４－２８５－５５６０（中部）
TEL ０５３８－３７－５５６０（西部）
月曜～金曜　8時 30分～ 17時
※休日・夜間は「いのちの電話」へ自動転送

男性のための電話相談

●あざれあ男性相談（静岡県）
TEL ０５４－２７２－７８８０
毎月第 1・３土曜　13時～ 17時
※5月、1月の第1土曜日は開催しません
 
●メンズほっとライン静岡（静岡市）
TEL ０５４－２７４－０１０５
毎月第２・４水曜　19時～ 21時
 
●男性の生き方相談（浜松市）
TEL ０５３－４５７－２８３０
毎週木曜（祝日をのぞく）　18時～20時
毎月第 2・4日曜　18時～20時

こころの電話（静岡県）

　  ０１２０－２７９－３３８
24 時間対応　通話料無料
※1日約2万件の電話があり、つながるまでに
時間がかかる場合もあります

よりそいホットライン

専門の男性相談員が対応



「ねっとわぁく」は1982年に、
静岡県婦人青少年課(現在は男女共同参画課)で、婦人行政の一環として創刊された、
男女共同参画を県民に啓蒙する情報誌で、今年で31年目を迎えます。

現在は静岡県男女共同参画センター あざれあ交流会議が発行元となり、
学生、主婦、会社員など一般県民の編集委員が
社会で注目されている事象から毎号ワンテーマに絞り、
男女共同参画の視点から各テーマを掘り下げています。

近年は「20代女子の仕事と結婚」「リアル30歳」「男性の介護」
「アラフォー世代」「父親の育児」「昨今の結婚事情」などのテーマを扱い好評を得ています。
バックナンバーご希望の方はお問い合わせください。

2009年3月発行  Vol.54
全開!! 子育てパパ・パワー

2011年3月発行  Vol.58
スマイル介護

2011年10月発行  Vol.59
リアルサンジュー
（30歳世代）

2012年3月発行  Vol.60
一歩、前へ

2012年10月発行  Vol.61
22歳女子、働きます!

2009年10月発行  Vol.55
14歳と一緒に考える、

男女共同参画

2010年3月発行  Vol.56
41歳と一緒に考える、

男女共同参画

2010年10月発行  Vol.57
女性と男性が一緒になって
つくる静岡県の観光

問い合わせ先

あざれあ交流会議グループ
〒422-8063  静岡市駿河区馬渕1丁目17-1　TEL  054-250-8147   FAX  054-251-5085

明
治
時
代
に
新
聞
の
人
生
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た

あ
ん
な
悩
み
、こ
ん
な
悩
み
。

世
は
移
ろ
え
ど
、い
つ
の
時
代
も

「
男
は（
も
）つ
ら
い
よ
」！

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
明
治
時
代
の
人
生
相
談
・
山
田
邦
紀
著
・
日
本
文
芸
社
よ
り

「
転
職
し
た
い
」

　
こ
の
家
に
奉
公
し
て
か
ら
も
う
三
年
に
な
り

ま
す
が
、い
く
ら
働
い
て
も
た
だ
の
一
度
も
ほ
め

て
く
れ
た
こ
と
も
な
く
、暇
を
も
ら
っ
て
他
の
店

に
奉
公
し
よ
う
か
と
も
思
う
の
で
す
。

（
明
治
44
年
3
月
1
日「
都
新
聞
」）

「
結
婚
相
手
に
迷
う
」

　
妻
を
ほ
と
ん
ど
同
時
に
二
ヵ
所
か
ら
世
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
は
資
産
の
あ
る
家
の
娘
で
か
つ
美
貌
で
す
が
、教
育
は

小
学
校
の
み
で
す
。

　
一
方
は
高
等
女
学
校
の
教
育
を
受
け
た
者
で
器
量
は
十

人
並
以
下
で
す
が
、心
掛
け
は
よ
い
と
近
所
の
噂
で
す
。い

ず
れ
を
迎
え
ま
し
ょ
う
か
。

（
明
治
42
年
12
月
18
日「
都
新
聞
」）

「
老
い
た
母
が
心
配
」

　
某
社
の
職
工
で
す
。本
年
は
徴
兵
適
齢
で
す
け
れ

ど
、家
に
は
六
十
に
な
る
老
母
が
お
り
ま
し
て
、私
が

兵
隊
に
出
る
と
母
に
辛
い
悲
し
い
思
ひ
を
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
兵
隊
に
出
な
い
よ
う
に
区
役
所
に
お
願
い
し
て
も

だ
め
で
す
か
。

（
明
治
40
年
1
月
22
日「
都
新
聞
」）

「
わ
が
ま
ま
な
妻
が
不
満
」

　
二
十
八
歳
に
な
る
小
商
人
で
す
。昨
秋
二
十
二

歳
に
な
る
妻
を
も
ら
い
受
け
ま
し
た
が
、い
た
っ

て
わ
が
ま
ま
者
で
毎
日
実
家
に
ま
い
り
雑
談
に
時

を
費
や
し
、主
婦
た
る
責
任
を
尽
く
し
ま
せ
ぬ
。

　
ど
う
し
た
ら
妻
の
心
が
直
り
、円
満
な
家
庭
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
で
せ
う
か
。

（
明
治
43
年
5
月
12
日「
都
新
聞
」）

百
年
前
の「
オ
ト
コ
の
人
生
相
談
」




